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書評
P. S. バグウェル/G.E. ミンゲイ著
東井正美／原田聖二／加勢田博訳
「比較経済史
イギリスとアメリカ 1850-1939」
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わが国における西洋経済史研究には最近新しい動向がいくつか積極化しているが，その
一つに従来の一国型研究パターンから多国型研究パターンヘの新展開がある。一般的には
前者は各国別経済史の姿を，後者は国際比較経済史研究の形式をとっている。前者は一国
の社会経済発展に焦点をしぽりその史的特質を追求するものであり，後者は射程距離を拡
げ一定の多国型コミュニティ経済における関係諸国相互の社会経済史的特質を比較対照・
分析検討を建前として考察する。 このたびの「比較経済史」―イギリス労働組合史専攻
のバグウェル教授とイギリス農業史研究のミンゲイ教授との共著になる19世紀中葉から20
世紀30年代にいたるイギリスとアメリカとの資本主義発展の比較史的考察を試みたPhilip
S. Bagwell and G. E. Mingay, Britain and America, 1850~1939 : A Study of 
Economic Change, 1970, London, (pp. 312)の邦訳版が関西大学経済学部東井正美教
授•原田聖二教授・加勢田博助教授の「共訳」の形式をとって公刊されたことは冒頭で触
れた学界新動向とのかかわりにおいてまことに時機を得たきわめて有意義な訳業といわな
ければならない。
I 
端的に申して本書の成功は多国型研究パターンをきびしく代表的資本主義国イギリスと
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アメリカ両国のみに適用し徹頭徹尾両国の資本主義発展の比較考察を豊富な歴史事実を対
置させながら手堅く説得的に試みている点にある。別言すれば大西洋経済圏という限られ
た地域的枠組みの中で産業革命展開上その先進国としてのイギリスとその後進国の一つと
してのアメリカとを姐上にのぼし，それぞれの経済発展にみられる著しい特質的相違点と
思われる諸項目—内陸輸送・農業・国際貿易と要素移動・貨幣市場と資本市場・産業の
発達·労働組合·社会進歩・大西洋経済 ·1930年代—の主要問題別に取り上げ，それぞ
れに両国の関係歴史事実を周到に対照配列した上で明快な比較考察が行われており，その
際イギリスおよびアメリカ両国学界における近時の研究動向をも十分に吸収した上でその
資本主義発達史において見事なまでにコントラストな展開を遂げてきた両国を取り上げて
いるのである。大西洋経済圏成立発展史研究においてイギリス・アメリカ以外の関係諸国
経済史分析を思い切って大胆に捨象し（それだけに論旨展開上若干の不自然さも亦不可避
であったと思われる点も感じられるが），いわば両岸の二大国のみを登場させ，両者間に展
開されたインパクト・レスボンスを二十世紀代経済成立ともかかわらせながら，それだけ
に立体的・有機的に両大国を比較考量する姿勢の中に，読者に対するきわめて鮮烈な印象
と数多くの貴重な教示とを与える本書のレゾンデートルが存する。訳業そのものについて
のコメントという立場もあって原典を座右に備えながら一読・再読したことは勿論である
が，訳出に際して共著者と必要に応じて現地で接触を試み，質疑応答の努力を積み重ねな
がら，それだけに可能な限りの慎重かつ適確な訳出作業に専念し，その上に数回に及ぶ全
体的な討議と調整とを繰り返し，その結果世に問われたこのたびの訳業は原典のもつニュ
アンスを十分に伝えることに成功していることは言うまでもないが，さらに訳書を編むに
あたり，読みやすく理解しやすくそれだけに教育奴果・研究炊果をヨリー層高めることを
狙った訳出技術上の積極的な細心の留意工夫も訳書内容随所に試みられており， 「比較経
済史」といみじくも題されたこのたびの邦訳は学界第一線で精力的にご活躍の三教授の流
麗な訳筆による見事なコンビネーションプレイそのものの成果として高く評価されるべき
である。
直
多国型研究パターンをとくに大西洋経済圏の比較史的分析に積極的に適用した先駆的業
績としてわれわれは HaroldAdams Innis, The Cod Fisheries : The History of an 
International Economy, Toronto, 1940, をもっており， また近時われわれは Ralph
Davis, The Rise of the Atlantic Economies, London, 1973, に接することができる。
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前者は鱈漁業発達史を中心とする15世紀~20世紀30年代におよぶ大西洋経済圏諸国の資本
主義展開にかかわる比較考察であり，後者は15世紀~18世紀大西洋経済圏成立過程追跡を
狙いとする概観スクイルの比較分析である。インニス教授， デイビス教授の業績と並ん
で，このたびのバグウェル教授・ミンゲイ教授の編み出した業績—―—これらの諸研究がそ
の基底面において採用している多国型研究パターンは端的に申して20世紀中葉における庶
民層の経済生活の量的成長と質的変革〔この場合の経済生活展開の場としてのコミュニテ
ィの規模ももはや一国型枠組みを超えて次第に多国型コミュニティに拡大され，ついには
グローバル・スケールにまで伸張される必然性をもつものであるが〕との急激な展開過程
の中で生れてくる諸種の社会経済問題に対する対応の際の史的接近姿勢に深いかかわりを
もつものである。別言すれば， 195吟三代以降次第に大きな時代的特質として表面化してき
た多国型コミュニティ経済の発展過程追跡をふまえた現状分析と未来への展望がそのまま
関係コミュニティ庶民層の経済生活向上にかかわる問題解決へのもっとも実際的かつ有効
な手法の一つなのであり， その際具体的な研究手法として特定問題にかかわる関係諸国
—多国型コミュニティ経済の構成メンバーとしての一のそれぞれの社会経済史的発展
に関する対置式比較対照方法に基づいた史的考察としての国際比較経済史研究が登場して
くるのである。ここに西洋経済史研究において改めて強調されてきた動態的有用性の一面
がある。インニス教授およびデイビス教授の業績はたしかに多国型研究パターンの名にふ
さわしくそこでは数多くの関係諸国の史実に忠実な比較考察が試みられてはいるが，前者
は鱈漁業発達史の枠組みから一歩も出ることなく，後者は15世紀~18世紀の近代資本主義
成立史を特色としている。他方，バグウェル教授とミンゲイ教授とのこのたびの共著は，
大西洋経済圏の中で19世紀後半から20世紀30年代においてもっとも対照的な資本主義発展
を双方が示してはいるが反面きわめて緊密不可分の関係をインパクト・レスポンスの史的
過程を通じて保持しつづけているイギリスとアメリカとについてそれぞれの庶民層の経済
生活発達史にとくに深くかつ大きなかかわりをもった諸局面を積極的に取り上げ，史実に
あくまでも忠実な比較史的研究を試み，直接的には既述のように大西洋資本主義発達史上
イギリスとアメリカとの対照的な諸特質把握を任務としているが， しかしその基底面に
は，評者の判断からすれば， 20世紀後半の大西洋経済圏の現状把握と併行してこのコミュ
ニティ特有の年来の社会経済的懸案解決への史的示唆とを志向しているように思える。こ
のような意味合いにおいて評者がさきに指摘したような西洋経済史研究の動態的有用性を
もっとも雄弁に物語り，かつそれを立証しているものがこのバグウェル教授とミンゲイ教
授との共著なのである。かくして，図表4, 統計表30, 基本的かつ有益な参考文献127の
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文字通り効率的な配分掲載を通じてヨ I)高い研究効果と同時併進的にヨリ大きな教育効果
をも狙った「比較経済史」 〔事実，この業績は一ー原典ならびに邦訳を含め—―—学部学生
に対してのみならず大学院生にもきわめて有用な好参考文献であるが〕は学界において今
後ますます注目され，それだけにいよいよ重要性を帯びてくるであろう多国型研究パター
ンの，すなわち国際比較経済史研究における原点に立つものということができよう。
（ミネルヴァ書房 1975年10月発行） （終）
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